
（ 舞台装置等の電気設備）  

第 1 6 条 舞台装置若し く は展示装飾のために使用する 電気設備又は工事、農事等のために一時的

に使用する 電気設備（ 以下「 舞台装置等の電気設備」 と いう 。） の位置及び構造は、 次の各号に

掲げる 基準によ ら なければなら ない。（ う ）  

⑴ 舞台装置又は展示装飾のために使用する 電気設備は、 次によ る こ と 。（ か）  

ア 電燈は、 可燃物を 過熱する おそれのない位置に設ける こ と 。  

イ  電燈の充電部分は、 露出さ せないこ と 。  

ウ  電燈又は配線は、 著し く 動揺し 、 又は脱落し ないよ う に取り 付ける こ と 。  

エ アーク を 発生する 設備は、 不燃材料で造る こ と 。  

オ １ の電線を ２ 以上の分岐回路に使用し ないこ と 。  

⑵ 工事、 農事等のために一時的に使用する 電気設備は、 次によ る こ と 。（ か）  

ア 分電盤、 電動機等は、 雨雪、 土砂等によ り 障害を 受ける おそれのない位置に設ける こ と 。 

イ  残置燈設備の電路には、 専用の開閉器を 設け、 かつ、 ヒ ユーズを 設ける 等自動遮断の措置

を 講ずる こ と 。  

２  舞台装置等の電気設備の管理の基準については、 第 1 2 条第１ 項第７ 号から 第 1 0 号ま での規

定を 準用する 。（ う ）  

 

【 解説】  

 本条は、 舞台装置、 展示装飾のために使用する 電気設備及び工事、 農事等で一時的に使用する 電気

設備について規制し たも のである 。  

１  第１ 項柱書の「 舞台装置若し く は展示装飾のために使用する 電気設備」 と は、 必ずし も 一時的に

使用する も ののみを 対象と する も のではなく 、 恒久的な設備についても 適用がある 。 し かし 、 特に

一時的に使用する 設備について、安易な気持ちから 生ずる 工事上、管理上の不備に基づく 火災が多

いので、 こ れを 防止する ための実益が大き いと 考えら れる 。  

 

２  第１ 項第１ 号アは、 電燈の位置については、 電球にカーテン 、 ど ん帳、 板等が接し ないよ う な位

置でなければなら ないこ と を 規定し ている 。  

 

３  第１ 項第１ 号イ の「 充電部分」 と は、 わかり やすく いえば電気が来ている 部分であり 、 電圧がか

かっ ている 金属部分である 。電燈の充電部分を 露出さ せないためには、電球を ソ ケッ ト に接続する

か、 絶縁物で被覆する こ と が必要であ る 。 露出部分があれば、 漏電、 短絡、 感電のおそれがある か

ら である 。  

 

４  第１ 項第１ 号ウ は、「 電燈又は配線」 は、 動揺し たり 脱落し たり する おそれがないよ う に取り 付

ける こ と を 規定し ている 。 その際、 過度の荷重、 張力が加わら ないよ う にする こ と 。  

 

５  第１ 項第１ 号エの「 アーク を 発生する 設備」 の例と し ては、 舞台でいなづま を 発生さ せる 場合の



設備が考えら れる 。「 アーク 」 は、 炭素棒等を 電極と し て放電さ せる と 生じ る も ので、 炭素の微粒

子状の集ま り が電流の通路と なっ て、 ジュ ール熱で数千度の温度と なり 、 光を 発する も のである 。

し たがっ て、 火災予防上こ の設備のケース 等は不燃材料で造っ たも のでなければなら ない。  

 

６  第１ 項第１ 号オは、一つの電線が二つの回路に共有さ れる よ う な配線を する こ と を 禁止し ている 。

こ の場合、 共有さ れた部分の電線には、 二つの回路の負荷電流が重畳し て流れ、 当該電線が過負荷

になる 可能性がある 。 し たがっ て、 舞台等で一時的に使用する 場合には、 一本の配線を 簡略し がち

である が、 こ れは原則と し て禁止さ れる 。 し かし 、 特別に負荷電流に応じ た計算を し て配線の太さ

の大き いも のを 設けた場合には、 こ の限り でない。  

  なお、 屋外又は水気のある 場所に設ける 場合は、 漏電遮断器等を 付加する こ と 。  

 

７  第１ 項第２ 号アの「 分電盤、 電動機等」 の「 等」 には、 電燈、 接続器等がある 。 ま た、「 雨雪、

土砂等」 の「 等」 には、 工事用機械器具を 考えており 、 振動、 衝撃等によ る 絶縁劣化、 機能障害等

の障害を 考慮し なければなら ない。  

 

８  第１ 項第２ 号イ の「 残置燈設備」 と は、 工事等の際夜間において工事現場等を 照明する ために設

ける 電燈設備である 。  

  「 自動遮断の措置」 と は、 その回路において、 短絡、 過電流が生じ た場合、 自動的に電流を 遮断

する ための措置であっ て、ヒ ュ ーズが最も 簡単なも のである が、こ のヒ ュ ーズを 用いない遮断器い

わゆる ノ ーヒ ュ ーズブレ ーカーでも 差し 支えない。  

  なお、 漏電によ り 火災、 感電事故等が生じ る おそれがある 場合は、 回路に漏電遮断器等を 設ける

こ と 。  

 

９  第２ 項は、 舞台装置等の電気設備の管理の基準について、 第 1 2 条第１ 項第７ 号から 第 1 0 号ま

での規定を 準用する こ と を 規定し ている 。 ただし 、 同項第９ 号の点検、 試験等の記録保存の規定に

ついては、 工事、 農事等一時的に使用し 、 かつ、 使用後において電気設備が取り 除かれる 場合にあ

っ ては、 その設備を 取り 除いた後は、 記録の保存は必要と し ない。  


